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青森県と秋田県を繋ぐ横軸としての重要な役割が期待される “世紀越えトンネル”
建設加速化へ向けて国土交通省政務官木村氏を訪問
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人、文化、物の交流活性化のために は必要不可欠なトンネルとなり、人、文化、物の交流活性化のために は必要不可欠なトンネルとなり、
早期着工に期待が寄せられる早期着工に期待が寄せられる

　要　旨
　青森県南部地方拠点都市（八戸市）と秋田県米代川流域拠点都市（能代市）を結ぶ、国
道１０３号鹿角市大湯と国道１０４号田子町夏坂間のバイパスルートとしてトンネルを建
設する。

　理　由
　国道１０３号と国道１０４号は北東北地域において、青森県南部地方生活圏と秋田県米
代川流域生活圏を結ぶ唯一の横断幹線道路であり、青森県八戸市と秋田県能代市を結ぶ国
土横断骨格路線として、古くから産業・経済、文化等の交流が図られるなど、地域の発展
に多くの重要な役割を担ってきました。
　はからずも、平成２３年の東日本大震災では、秋田県から八戸市をはじめとする青森県
南及び久慈市をはじめとする岩手県北地域に燃料や物資を運ぶため連日大型車両が通行し、
緊急物資輸送の最短路線として大いに機能し、国土軸を形成する横軸の重要路線として改
めて認識された。
　しかしながら、国道１０４号県境部は、奥羽山脈北部に位置し厳しい山岳地形の制限を
受け、迂回状の線形・急勾配・急カーブの連続、冬期間の降雪・凍結等により、安全な交

通体系が確立されておらず、
また、隣接市町村との時間
距離が非常に長いものとな
っており、現状を踏まえ、
田子町では国道１０４号田
子町夏坂地区と国道１０３
号鹿角市大湯間を一部トン
ネル化（世紀越えトンネル）
し、バイパス形式として整
備することで東北の横軸連
携型形成に大きく寄与し、
国土強靱化に資することが
期待される。
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人、文化、物の交流活性化のために は必要不可欠なトンネルとなり、人、文化、物の交流活性化のために は必要不可欠なトンネルとなり、
早期着工に期待が寄せられる早期着工に期待が寄せられる

　

７
月
27
、
28
日
に
、
議
員
７
名
で
、
山
本
町
長
と
と
も
に
世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
建

設
の
陳
情
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

27
日
、
衆
参
議
員
会
館
に
本
県
選
出
及
び
関
係
国
会
議
員
方
を
訪
問
し
た
。
青
森

県
２
区
選
出
の
神
田
潤
一
代
議
士
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
罹
患
の
為
、
面
会
叶
わ
ず
じ
ま

い
で
し
た
が
、
後
見
人
に
あ
た
る
大
島
理
森
前
衆
議
院
議
長
が
代
わ
っ
て
対
応
し
て

い
た
だ
い
た
。

　

こ
れ
に
先
立
つ
６
月
28
日
に
、
国
道
１
０
４
号
～
１
０
３
号
県
境
峠
を
雨
の
中
、

越
え
て
現
状
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
そ
の
時
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
基
に
各
議
員
に
訴
え

て
廻
っ
た
。
秋
田
３
区
選
出
の
御
法
川
信
英
衆
議
院
議
員
本
人
対
応
に
は
、
国
土
交

通
副
大
臣
就
任
時
に
引
き
続
き
、
必
要
性
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
い
た
。
滝
沢
求

参
議
院
議
員
は
、
自
民
党
環
境
部
会
長
の
職
に
あ
り
公
務
調
整
し
対
応
し
て
い
た
だ

い
た
。
そ
の
ほ
か
の
議
員
本
人
不
在
の
為
、
秘
書
対
応
と
な
っ
た
が
、
要
望
内
容
を

本
人
に
伝
え
て
い
た
だ
く
よ
う
説
明
し
要

望
書
を
手
渡
し
た
。

　

28
日
、
国
土
交
通
省
に
出
向
き
、
木
村

次
郎
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
に
面
会
、
要

望
書
を
手
渡
す
。
木
村
政
務
官
は
、
地
元

が
藤
崎
町
で
、
県
南
地
方
に
赴
く
際
、
峠

越
え
を
し
た
事
が
あ
り
現
状
を
理
解
し
て

い
た
だ
い
た
。
加
速
化
に
向
け
て
は
、
青

森
、
秋
田
両
県
の
足
並
み
を
揃
え
る
事
、

又
、
周
辺
自
治
体
、
住
民
の
機
運
醸
成
に

も
努
め
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い

た
。　

国
会
議
員
及
び
、
国
土
交
通
省
へ

の
要
望
を
通
し
て
、
世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル

の
必
要
性
を
広
く
周
知
す
る
重
要
性
を
再

確
認
し
た
。
コ
ロ
ナ
収
束
後
を
見
す
え
た

活
動
計
画
、
実
行
が
建
設
へ
の
後
押
し
と

な
る
。
ぜ
ひ
と
も
町
民
一
丸
と
な
っ
て
バ

イ
パ
ス
ル
ー
ト
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

（
尾
形　

憲
男
）

木村次郎国土交通大臣政務官室にて

滝沢求参議院議員へ陳情
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○
実
施
日
　
８
月
２
日

教
育
課

　

町
立
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
の
検
討
が

各
部
会
で
行
わ
れ
、
検
討
結
果
を
も
と
に
準

備
委
員
会
で
協
議
を
進
め
て
い
く
と
説
明
が

あ
っ
た
。

総
務
課

　

各
会
計
の
補
正
予
算
の
概
要
や
消
防
団
の

出
動
状
況
、
そ
の
他
、
今
年
度
の
職
員
採
用

に
係
る
状
況
説
明
や
、
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。

政
策
推
進
課

　

行
事
関
係
は
、
相
米
慎
二
監
督
映
画
祭
り

や
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
の
東
北
ブ
ロ

ッ
ク
総
会
等
、
感
染
症
対
策
を
行
っ
た
上
で

開
催
す
る
予
定
で
あ
る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

住
民
課

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
に
向
け
た
町

独
自
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
、
相
談
窓

口
を
開
設
す
る
な
ど
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

説
明
が
あ
っ
た
。

税
務
課

　

令
和
３
年
度
税
等
徴
収
実
績
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
、
徴
収
率
は
一
般
税
、
国
保
税
と

も
に
前
年
度
と
同
じ
で
、
今
後
も
納
税
相
談

や
臨
戸
訪
問
等
徴
収
対
策
に
取
り
組
む
と
説

明
が
あ
っ
た
。

○
実
施
日　

８
月
３
日

診
療
所
・
老
健
施
設

　

老
健
施
設
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
状
況
に
つ
い
て
、
検
証
を
重
ね
、
原

因
の
究
明
と
今
後
の
対
処
方
法
や
解
決
策
を

見
出
し
て
い
く
と
説
明
が
あ
っ
た
。

地
域
包
括
支
援
課

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
は
７
月

に
入
り
町
内
で
も
感
染
拡
大
が
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
警
戒
体
制
強
化
期
間
を
設
け
、
緊

急
告
知
放
送
な
ど
に
よ
り
注
意
喚
起
を
強
め

て
い
く
と
説
明
が
あ
っ
た
。

住
民
課

　

地
域
さ
さ
え
あ
い
商
品
券
配
布
事
業
は
全

町
民
を
対
象
と
し
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金
給
付
事
業
は
10
月
下
旬
以
降
に
支
給

予
定
と
説
明
が
あ
っ
た
。

建
設
課

　

町
世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
の
具
現
化
で
は
、

今
年
度
の
要
望
活
動
及
び
バ
イ
パ
ス
ル
ー
ト

の
現
地
踏
査
を
実
施
す
る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

産
業
振
興
課

　

に
ん
に
く
の
振
興
開
発
に
つ
い
て
現
在

は
、
収
穫
作
業
が
終
了
し
、
注
文
を
受
付
し

た
後
分
譲
す
る
予
定
で
あ
り
60
周
年
記
念
行

事
の
一
環
と
し
て
、
特
別
価
格
で
の
提
供
を

協
議
し
て
い
る
。

商
工
振
興
課

　

農
産
物
直
売
所
の
活
動
状
況
で
は
、
販
売・

イ
ベ
ン
ト
開
催
、
車
両
を
活
用
し
て
の
集
荷

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
今
後
も

活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
説
明
が
あ

っ
た
。

【構成委員】	 宮村尚哉委員長　宇藤大介副委員長　尾形憲男委員
	 欠端則夫委員　　北田騰委員

【構成委員】	 欠端則夫委員長　宮村尚哉副委員長　椛本義見委員
	 山崎美代志委員　澤口勝委員

【構成委員】	 宇藤大介委員長　尾形憲男副委員長　蹴揚清人委員
	 北田騰委員　　　澤口勝委員

協
　
　
議

○
実
施
日　

７
月
19
日

　

７
月
19
日
開
会
の
令

和
４
年
田
子
町
議
会
第

３
回
臨
時
会
の
議
事
日

程
等
に
つ
い
て
。

○
実
施
日　

８
月
19
日

　

９
月
１
日
開
会
の
令

和
４
年
田
子
町
議
会
第

３
回
定
例
会
の
議
事
日

程
等
に
つ
い
て
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

○
実
施
日　

８
月
３
日

　

議
会
だ
よ
り
第
１
１

２
号
の
発
行
に
向
け

て
、
内
容
確
認
、
誤

字
・
脱
字
・
レ
イ
ア
ウ

ト
に
つ
い
て
校
正
を
行

い
ま
し
た
。

○
実
施
日　

８
月
19
日

　

議
会
だ
よ
り
第
１
１

３
号
の
発
行
に
つ
い

て
、
掲
載
内
容
と
原
稿

を
作
成
す
る
担
当
者
を

決
め
、
10
月
20
日
の
発

行
を
目
標
に
作
業
を
進

め
る
。

議会運営委員会（議会広報編集委員会）

総務・文教常任委員会

産業・民生常任委員会
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議案番号 上程議案の件名と主な内容 議決結果

議案第37号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 原案可決
（賛８・否０）

議案第38号 田子町立学校設置条例の一部改正について 原案可決
（賛８・否０）

議案第39号 田子町町有森林経営管理基金条例の制定について 原案可決
（賛８・否０）

議案第40号 令和４年度田子町一般会計補正予算（第５号）について 原案可決
（賛８・否０）

議案第41号 令和４年度田子町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）について 原案可決
（賛８・否０）

議案第42号 令和４年度田子町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 原案可決
（賛７・否１）

議案第43号 令和４年度田子町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）について 原案可決
（賛８・否０）

議案第44号 令和４年度田子町国民健康保険町立田子診療所及び介護老人保健施設事業特別会
計補正予算（第２号）について

原案可決
（賛８・否０）

認定第１号 令和３年度田子町各会計歳入歳出決算の認定について 原案認定
（賛８・否０）

議案第45号 令和４年度田子町一般会計補正予算（第６号）について 原案可決
（賛８・否０）

議案番号 上程議案の件名と主な内容 議決結果

提案第１号 田子町議会会議規則の一部を改正する規則について 原案可決
（賛８・否０）

※議長は採決には加わりません。

令和４年田子町議会第３回定例会あらまし
　

令
和
４
年
第
３
回
定
例
会

が
９
月
１
日
（
木
）
か
ら
９

月
９
日
（
金
）
ま
で
の
９
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

９
月
１
日
に
は
諸
般
の
報

告
、
議
案
の
上
程
・
説
明
が

さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
５
日
の
一
般
質
問
に

は
３
名
の
議
員
が
登
壇
し
多

岐
に
わ
た
り
活
発
な
議
論
が

か
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
６
日
に
は
、
決
算
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
９
日

ま
で
開
催
し
、
一
般
会
計
か

ら
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て

認
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
日
、
議
案
の
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
９
日
に
は
認
定
第
１

号
の
審
議
、議
員
派
遣
の
件
、

各
常
任
委
員
会
に
係
る
所
管

事
務
調
査
の
承
認
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

同
日
、
追
加
日
程
と
し
て

議
案
１
件
が
上
程
さ
れ
、
可

決
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
第
３
回
臨
時
会

が
７
月
19
日
に
開
催
さ
れ
、

議
案
１
件
が
上
程
さ
れ
、
可

決
と
な
り
ま
し
た
。

※議員提案第１号：反問権について
　反問権の付与により、答弁者が質問の背景または根拠など、不明点や疑義のある点を問い返すことで論
点や争点が町民に明確に伝わるようにすること。
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／
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一般質問

９月定例会では９月５日に一般質問が行われ、

３人の議員が町政について質問をしました。
内容は、質問した議員が要約し広報委員会が調整したものです。
ＴＣＶでは録画放送を行っていますので、ぜひご覧ください。

○欠端議員・・・Ｐ７
　・人口減少対策について
　・物価高騰対策について

○北田議員・・・Ｐ８
　・空き家対策について
　・森林の適正管理と利活用による林業の推進について

○山崎議員・・・Ｐ９
　・田子町の行財政改革について
　・原油価格高騰・肥料及び資材等価格上昇に対する
　　町独自の農家支援策について
　・田子にんにくの振興について
　・田子町の後継者対策について
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そ
の
為
に
よ
る
減
収
は
。

普
通
交
付
税
の
需
要
額
算
定
に
用
い

る
人
口
は
毎
年
の
人
口
に
対
す
る
算

定
で
は
な
く
５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
国

勢
調
査
の
人
口
数
を
用
い
て
算
定
。
令
和

２
年
度
に
実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査
で
は
、

平
成
27
年
度
の
前
回
調
査
か
ら
５
８
６
人

の
減
少
。

　

仮
に
平
成
27
年
度
人
口
数
を
引
き
続
き

用
い
て
算
定
し
た
場
合
、
約
１
憶
６
千
万

円
の
減
少
。
し
か
し
、
実
際
は
新
た
な
算

定
項
目
や
条
件
不
利
地
域
へ
の
割
り
増
し

措
置
等
に
よ
り
令
和
２
年
度
と
の
比
較
で

は
約
１
憶
２
千
万
円
の
増
加
で
あ
る
。

そ
の
上
で
移
住
者
と
出
生
者
に
対
す

る
支
援
を
ど
れ
く
ら
い
考
え
て
い
る

の
か
。町

へ
の
移
住
者
向
け
に
行
っ
て
い
る

事
業
は
、
賃
貸
住
宅
に
入
居
さ
れ
た

方
の
家
賃
を
３
年
間
月
額
最
大
２
万
円
助

成
。
出
生
者
向
け
に
町
が
行
っ
て
い
る
事

業
は
、
結
婚
祝
い
金
支
給
事
業
の
中
で
通

張
っ
て
い
る
人
と
、
待
遇
が
違
い
過
ぎ
て

は
な
ら
な
い
。

燃
料
で
動
く
車
や
重
機
を
使
う
運
送

業
者
・
建
設
業
者
、
ま
た
餌
で
影
響

を
受
け
る
養
鶏
・
酪
農
・
和
牛
の
生
産
者
、

肥
料
で
影
響
を
受
け
る
農
業
者
等
に
対
す

る
支
援
策
は
。

４
つ
の
支
援
策
を
実
施
す
る
。

①
令
和
３
年
度
の
収
入
額
を
基
に
し

た
支
援
。

②
ニ
ン
ニ
ク
生
産
者
に
対
し
て
栽
培
面
積

に
応
じ
た
支
援
。

③
町
内
の
ニ
ン
ニ
ク
生
産
者
に
限
り
Ｃ
Ａ

冷
蔵
庫
利
用
料
金
の
補
助
率
を
現
行
の
４

分
の
１
か
ら
引
き
上
げ
る
。

④
良
質
米
の
生
産
の
た
め
に
色
彩
選
別
機

利
用
料
金
の
一
部
助
成
。

　

こ
れ
ら
を
複
合
的
に
実
施
す
る
事
で
、

幅
広
く
産
業
全
体
に
支
援
し
た
い
。

ニ
ン
ニ
ク
の
割
増
額
と
言
っ
た
が
ど

れ
位
を
考
え
て
い
る
か
。

ま
だ
議
会
の
承
認
を
得
て
い
な
い

為
、
金
額
は
控
え
た
い
。

今
年
度
を
も
っ
て
上
郷
小
と
清
水
頭

小
が
閉
校
と
な
る
。
全
て
少
子
化
の

影
響
で
あ
る
。
町
と
は
、
土
地
が
有
り
、

人
が
居
て
こ
そ
成
り
立
つ
も
の
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
国
か
ら
の
交
付
金
も
面
積
と
人

口
で
計
算
さ
れ
る
と
聞
く
。
国
か
ら
面
積

に
対
し
て
と
人
口
１
人
当
た
り
ど
れ
位
交

付
金
が
交
付
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
全
体
の
面
積
に
対
し
て
１
億
８
６

０
７
万
３
千
円
。
人
口
１
人
当
た
り

で
は
27
万
５
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
の
出
生
者
数
と
死
亡
者
数
は
。

住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
、
令
和
４

年
３
月
31
日
時
点
で
の
田
子
町
の
人

口
は
５
０
８
４
人
、
一
年
間
で
１
３
８
人

減
少
。
出
生
者
は
13
人
、
死
亡
者
は
１
０

３
人
、
転
入
者
は
81
人
、
転
出
者
は
１
２

９
人
と
な
っ
て
い
る
。

常
の
祝
い
金
８
万
円
に
加
え
、
子
ど
も
１

人
に
つ
き
４
万
円
を
支
給
し
て
い
る
。

他
の
自
治
体
で
出
生
者
１
人
目
、
２

人
目
に
10
万
円
、
３
人
目
に
２
０
０

万
円
を
支
給
す
る
所
が
あ
る
。
当
町
は
過

疎
地
域
な
の
で
、
３
人
目
に
、
２
０
０
万

円
相
当
位
を
支
給
す
る
考
え
は
な
い
か
。

イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て
は
良
い
が
、支
援

金
等
で
勧
め
る
も
の
と
は
思
わ
な
い
。

移
住
者
に
１
年
分
の
米
、
味
噌
、
醤

油
を
支
援
す
る
所
が
あ
る
。
当
町
で

は
考
え
な
い
の
か
。

当
町
で
そ
の
事
が
相
応
し
い
か
は
判

ら
な
い
。
最
初
か
ら
当
町
に
居
て
頑

欠端 則夫 議員

質質

質質

質質

質質

答答

答答

答答

答 答

子
育
て
世
代
に

イ
ン
パ
ク
ト
を

世代の声を聴き、
関心の入り口を作り上げる

魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

物
価
高
騰
に
よ
る
影
響
は
広
範
囲
に
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定
空
家
」に
対
す
る
行
政
代
執
行
に
つ
い
て
。

行
政
代
執
行
は
次
の
手
順
で
行
わ
れ
る
。

①
「
立
ち
入
り
調
査
」
住
民
か
ら
の

情
報
提
供
等
に
基
づ
き
、
職
員
が
現
場
に
出

向
き
、
空
き
家
の
状
態
や
危
険
度
な
ど
を
確

認
す
る
。

②
「
助
言
・
指
導
」
空
き
家
に
問
題
が
あ

る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
所
有
者
に
適
正
管

理
す
る
よ
う
助
言
の
通
知
を
す
る
。
状
況
が

改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
指
導
の
通
知
を
す
る
。

③
「
勧
告
」
助
言
・
指
導
の
通
知
を
行
っ

て
も
改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
、
期
日
を
示
し

た
勧
告
を
通
知
す
る
。
勧
告
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
住
宅
用
地
特
例
が
除
外
さ
れ
、
そ
の

土
地
の
固
定
資
産
税
が
高
く
な
る
。

④
「
命
令
」
所
有
者
の
住
所
・
氏
名
と
改

善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
内
容
を
公
表
し
、

期
日
を
示
し
た
改
善
命
令
を
通
知
す
る
。
こ

の
命
令
に
違
反
し
た
場
合
、
50
万
円
以
下
の

罰
金
と
な
る
。

⑤
「
行
政
代
執
行
」
所
有
者
が
命
令
に
従
わ

な
か
っ
た
場
合
、
直
接
町
が
改
善
作
業
を
行

い
、
の
ち
ほ
ど
作
業
に
か
か
っ
た
費
用
を
所

有
者
に
対
し
て
負
担
さ
せ
る
。
行
政
代
執
行

の
対
象
と
な
る
「
特
定
空
家
」
は
、
田
子
町

に
は
現
在
存
在
し
な
い
が
、
個
人
の
財
産
で

あ
る
空
き
屋
等
の
適
正
管
理
は
、
所
有
者
が

伐
採
、
販
売
、
造
林
等
の
経
営
計
画
に
つ
い

て
は
、
販
売
収
入
の
見
込
み
を
立
て
な
が
ら

施
業
量
の
平
準
化
を
検
討
し
、
長
期
的
な
視

点
に
立
ち
伐
採
を
進
め
て
い
く
部
分
と
守
っ

て
い
く
部
分
を
整
理
し
、
森
林
の
循
環
を
図

っ
て
い
く
。

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
と
そ
の
体

制
に
つ
い
て
。

森
林
環
境
譲
与
税
は
市
町
村
に
お
い

て
、
森
林
の
整
備
や
森
林
整
備
を
担

う
人
材
の
育
成
及
び
確
保
、
木
材
利
用
の
促

進
や
普
及
啓
発
等
の
促
進
に
関
す
る
費
用
に

充
て
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
。
現
在

は
基
礎
資
料
の
作
成
に
向
け
て
、
民
有
林
の

現
地
調
査
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
森
林
資

源
の
活
用
に
協
議
を
行
う
場
を
設
置
し
、
財

源
の
有
効
活
用
を
進
め
る
。

森
林
経
営
管
理
制
度
の
取
組
に
つ
い
て
。

森
林
経
営
管
理
制
度
は
、
特
に
民
有

林
の
整
備
と
木
材
利
用
の
促
進
な
ど

を
進
め
る
た
め
に
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
財

源
と
し
て
基
本
的
に
は
市
町
村
が
主
と
な
る

が
、
要
件
に
よ
り
民
間
業
者
へ
委
託
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
町
内
民
有
林
の
面
積
が

広
大
で
、
町
が
整
備
を
引
き
受
け
れ
ば
多
大

な
予
算
と
時
間
を
要
す
る
た
め
、
意
欲
の
あ

る
民
有
林
所
有
者
は
、
森
林
組
合
へ
誘
導
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
森
林
整
備
が
少
な
い

負
担
で
実
施
で
き
る
よ
う
森
林
整
備
推
進
事

業
費
補
助
金
の
活
用
な
ど
周
知
し
て
い
き
た

い
。

空
き
家
数
と
実
態
の
把
握
方
法
に
つ

い
て
。

空
き
家
の
定
義
・
該
当
要
件
は
、・
建

物
の
屋
根
や
外
壁
が
壊
れ
た
ま
ま
放

置
さ
れ
て
い
る
。・
庭
の
草
刈
り
が
実
施
さ

れ
ず
繁
茂
し
て
い
る
。・
積
雪
後
に
雪
か
き

さ
れ
て
い
な
い		

現
在
把
握
し
て
い
る
空
き

家
数
は
４
０
９
軒
。
住
民
や
自
治
会
か
ら
情

報
提
供
さ
れ
た
も
の
を
基
礎
に
、
町
職
員
が

調
査
し
て
い
る
。

現
状
の
対
策
に
つ
い
て
。

平
成
25
年
６
月
に
制
定
さ
れ
た
「
田

子
町
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す

る
条
例
」
に
基
づ
き
、
所
有
者
に
適
切
な
管

理
に
務
め
る
よ
う
促
す
と
と
も
に
、
危
険
な

状
態
と
判
断
さ
れ
た
空
き
家
と
な
っ
た
場

合
、
所
有
者
に
対
し
「
助
言
・
指
導
・
勧

告
」
等
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
住
民
の
生
命
・
身
体
ま
た
は
財

産
を
侵
害
す
る
危
険
性
の
高
い
「
特

自
ら
の
責
任
に
お
い
て
行
う
こ
と
が
原
則
で

あ
る
た
め
、
町
と
し
て
は
、
行
政
代
執
行
を

実
施
す
る
の
で
は
な
く
所
有
者
に
よ
る
自
主

的
な
改
善
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
制
度
の
普
及

に
努
め
て
い
く
。

空
き
家
バ
ン
ク
の
利
活
用
に
つ
い
て
。

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
売
買
さ
れ

る
事
例
が
増
え
て
き
て
お
り
、
空
き

家
の
改
修
等
を
促
し
、
移
住
者
等
へ
の
賃
貸

や
売
買
等
、
空
き
家
の
適
正
管
理
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

町
有
林
樹
齢
ご
と
の
面
積
と
管
理
状
況

に
つ
い
て
。

町
内
の
国
有
林
を
除
く
町
有
林
と
私
有

林
の
面
積
は
、
９
６
２
８
ha
、
そ
の
う

ち
町
有
林
の
面
積
は
、
２
２
２
３
ha
で
伐
採

可
能
面
積
は
７
５
４
ha
で
あ
る
。
町
有
林
の

北田　騰 議員

質質

質質質

質質

答 答

答答

答

答 答

増
え
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る
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き
家

今
後
の
対
策
は

全国的に問題となっている
空き家は増え続けている

空
き
家
の
現
状
と
そ
の
対
策
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有
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の
経
営
は
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期
的
視
野
で
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職
員
数
も
多
い
し
人
件
費
も
多
額
だ

と
思
う
が
。

現
状
の
職
員
数
と
人
件
費
は
妥
当
だ

と
思
っ
て
い
る
。

ガ
ー
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
及
び
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
両
財
団
へ
の
町
か
ら
の

繰
り
出
し
金
は
。

「
一
般
財
団
法
人
田
子
町
に
ん
に
く

国
際
交
流
協
会
」
１
９
８
４
万
円
。

「
公
益
社
団
法
人
に
ん
に
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
８
７
７
４
万
８
千
円
で
あ
る
。

町
か
ら
多
額
の
繰
り
出
し
金
を
支
出

し
て
い
る
が
両
財
団
法
人
の
事
業
の

一
部
を
民
間
に
依
頼
す
る
考
え
は
な
い
か
。

こ
れ
ま
で
同
様
両
財
団
に
事
業
を
担

っ
て
い
た
だ
く
。

タ
ッ
フ
に
よ
る
仮
称
「
に
ん
に
く
振
興
室
」

を
独
自
に
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

現
在
の
と
こ
ろ
設
置
す
る
考
え
は
な

い
。

町
の
人
口
減
少
が
加
速
す
る
中
、「
生

産
年
齢
人
口
の
確
保
」
に
お
い
て
若

き
担
い
手
の
育
成
な
ど
特
に
、
町
の
農
業

者
後
継
者
不
足
問
題
と
そ
の
対
策
は
。

新
規
就
農
者
と
女
性
農
業
者
に
対
し

て
意
識
調
査
な
ど
を
行
い
そ
の
結
果

を
分
析
し
、
政
策
立
案
ま
で
を
実
施
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

田
子
町
の
農
業
（
た
っ
こ
に
ん
に
く・

田
子
牛
な
ど
）
に
興
味
を
持
つ
方
を

町
内
外
か
ら
募
集
し
て
町
内
の
熟
練
者
か

ら
の
生
産
技
術
提
供
な
ど
若
者
と
マ
ッ
チ

ン
グ
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
町
全
体
を
盛
り

上
げ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
が
そ
の
考

え
は
な
い
の
か
。

現
在
予
定
し
て
い
る
就
農
状
況
や
経

営
に
対
す
る
意
識
調
査
を
行
い
、
多

様
な
分
野
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
順
次

着
手
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

町
の
財
政
調
整
基
金
は
。

基
金
の
残
高
は
11
億
７
５
６
２
万
６

千
円
で
あ
る
。
極
力
、
基
金
残
高
が

減
少
と
な
ら
な
い
よ
う
に
務
め
る
。

災
害
や
不
順
天
候
に
備
え
て
今
後
は

20
億
円
の
基
金
額
に
す
べ
き
で
は
な

い
か
。考

え
る
必
要
は
あ
る
と
思
う
。

現
在
の
職
員
数
と
人
件
費
は
。

職
員
数
は
１
１
６
人
で
会
計
年
度
任

用
職
員
数
の
74
人
と
合
わ
せ
て
１
９

０
人
で
あ
る
。
人
件
費
総
額
は
約
７
億
１

９
０
０
万
円
。
う
ち
職
員
給
与
費
は
約
４

億
６
８
０
万
円
で
あ
る
。

原
油
価
格
高
騰
・
肥
料
及
び
資
材
等

価
格
上
昇
に
対
す
る
町
独
自
の
農
家

支
援
は
。

４
つ
の
支
援
策
を
実
施
す
る
。

①
令
和
３
年
度
の
収
入
額
を
基
に
し

た
支
援
。

②
ニ
ン
ニ
ク
生
産
者
に
対
し
て
栽
培
面
積

に
応
じ
た
支
援
。

③
町
内
の
ニ
ン
ニ
ク
生
産
者
に
限
り
Ｃ
Ａ

冷
蔵
庫
利
用
料
金
の
補
助
率
を
現
行
の
４

分
の
1
か
ら
引
き
上
げ
る
。

④
良
質
米
の
生
産
の
た
め
に
色
彩
選
別
機

利
用
料
金
の
一
部
助
成
。

た
っ
こ
に
ん
に
く
生
産
60
周
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
が
今
後
の
た
っ

こ
に
ん
に
く
の
展
望
は
。

た
っ
こ
に
ん
に
く
が
70
年
80
年
と
続

い
て
い
く
た
め
に
様
々
な
振
興
対
策

を
実
施
す
る
。

更
な
る
た
っ
こ
に
ん
に
く
の
振
興
の

た
め
に
専
門
家
・
専
門
職
・
専
属
ス

山崎 美代志 議員

質質質

質質質

質質質

質質

答答

答答答

答答答

答 答 答

財
政
状
況
の
今
を
考
え
る

町
の
行
財
政
改
革
は

物
価
高
騰
対
策
は

た
っ
こ
に
ん
に
く
の
振
興
は

町
の
後
継
者
対
策
は

世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
建
設
要
望

委
員
会
報
告

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問

決
算
審
査
特
別
委
員
会

P2〜P3

P4

P5

P6〜P9

P10〜P11
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令
和
３
年
度
田
子
町
一
般
会
計

及
び
各
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

書
に
基
づ
き
、
関
係
諸
帳
簿
及
び

証
拠
書
類
等
を
照
合
し
た
結
果
、

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
と
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
等
に
か

か
る
事
業
の
影
響
に
よ
る
増
減
は

あ
る
も
の
の
予
算
の
執
行
に
つ
い

て
は
、
効
率
的
か
つ
適
正
な
執
行

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
、
事
業
の
執
行
に
つ
い
て
も
お

お
む
ね
良
好
に
進
捗
し
て
お
り
成

果
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
収
入
未

済
額
に
お
い
て
は
、
国
民
健
康
保

険
税
、
町
税
、
町
営
住
宅
使
用
料

と
、
歳
入
全
般
で
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
町
全
体
の
会

計
で
見
ま
す
と
、
依
然
と
し
て
収

入
未
済
額
は
大
き
な
金
額
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
滞
納
整
理
の

推
進
と
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
、
徴
収

の
効
果
を
上
げ
る
と
と
も
に
適
正

な
欠
損
処
分
処
理
を
望
み
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
庁
内
の
連
携
は

勿
論
の
こ
と
、
情
報
収
集
等
に
努

め
、
よ
り
一
層
の
協
力
が
必
要
と

思
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
不
納
欠
損

処
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
理
由
と

手
続
き
等
を
慎
重
に
審
査
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
実
情
や
む
を
得
な

い
も
の
で
あ
る
と
認
め
ま
し
た
。

　

次
に
、
歳
出
面
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
が
、
自
主
財
源
等
の
減
少

が
進
む
な
か
、
年
々
厳
し
さ
が
増

す
昨
今
で
あ
り
ま
す
の
で
、
健
全

か
つ
着
実
な
政
運
営
を
図
る
べ

く
、
歳
出
の
抑
制
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
よ
っ
て
、
今
後
の
事
務
事
業

の
予
算
編
成
及
び
予
算
執
行
に
当

た
っ
て
は
、
町
財
政
健
全
化
計
画

及
び
本
町
の
お
か
れ
て
い
る
現
実

へ
の
認
識
を
深
め
、
職
責
上
の
自

覚
を
持
っ
て
こ
れ
に
望
み
、
行
政

上
の
効
果
を
高
め
る
よ
う
努
力
し

て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
り
ま

す
。
特
に
他
団
体
へ
の
補
助
金
交

付
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
交
付
申

請
書
並
び
に
決
算
書
の
精
査
を
綿

密
に
行
い
、
適
正
な
る
交
付
を
望

む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
に
係
わ
る
事
業
運
営

は
、後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、

介
護
保
険
事
業
勘
定
に
係
る
経
費

が
増
加
の
傾
向
に
あ
る
た
め
、
一

般
会
計
か
ら
繰
出
金
依
存
度
を
軽

減
す
る
た
め
に
も
、
保
健
福
祉
事

業
等
に
力
を
入
れ
、
施
設
・
備
品

等
の
適
正
管
理
な
ど
創
意
工
夫
に

努
力
す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

細
部
に
つ
い
て
は
、
審
査
意
見

書
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

　

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
令
和
３

年
度
の
決
算
審
査
報
告
と
い
た
し

ま
す
。

田
子
町
監
査
委
員　

髙
沢　

靖
直

北
田　
　

騰

決
算
審
査
意
見
書

（
要
旨
）　

令和３年度決算を認定令和３年度決算を認定
前年度対比で歳入、歳出ともに減前年度対比で歳入、歳出ともに減

財
源 項目

令和３年度
決算額（千円） 構成比 前年度比

自　

主

町税 478,443 9.2% 98.8%
分担金及び負担金 12,197 0.2% 35.6%
諸収入 81,076 1.6% 86.8%

依　

存

国庫支出金 870,655 16.8% 78.9%
県支出金 286,814 5.5% 90.0%
地方交付税 2,571,811 49.6% 110.3%
地方譲与税 104,416 2.0% 99.9%
町債 388,900 7.5% 77.7%
地方消費税交付金 124,840 2.4% 107.2%
その他 262,062 5.1% 116.4%
合計 5,181,214 100.0% 97.5%

自主財源 571,716 11.6% 93.4%
依存財源 4,347,436 88.4% 97.1%

一般会計　歳入

歳入総額：51億8121万円

※自主財源と依存財源とは？？？
　〇自主財源：町が自力で調達できるお金　
　〇依存財源：国・県などから、交付、割り当てられるお金

世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
建
設
要
望

委
員
会
報
告

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問

決
算
審
査
特
別
委
員
会
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予防接種、検診などにかかる
費用

町債として借りたお金の返済
など

国際交流や主な庁舎の維持管
理、様々な政策にかかる費用

道路や橋の整備や維持などに
かかる費用

農畜産業支援や産業振興など
にかかる費用

社会福祉や子育て支援、定住
移住政策などにかかる費用

観光振興や施設の維持管理な
どにかかる費用

給食や小・中学校、文化財の
保存、活用などにかかる費用

衛生費公債費

総務費 土木費農林水産業費

民生費 商工費教育費

主な歳出について

令和３年度決算審査特別委員会 令和３年度決算を認定令和３年度決算を認定

項目
令和３年度

決算額（千円） 構成比 前年度比

民生費 1,189,295 24.5% 115.6%
総務費 894,233 18.4% 66.6%
公債費 571,192 11.8% 95.3%
農林水産業費 465,036 9.6% 101.7%
教育費 539,141 11.1% 131.3%
衛生費 482,338 9.9% 78.4%
土木費 351,093 7.2% 108.4%
商工費 120,396 2.5% 89.1%
消防費 144,566 3.0% 91.8%
その他 98,601 2.0% 88.8%
合計 4,855,891 100.0% 93.7%

一般会計　歳出

歳入総額：48億5589万円

世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
建
設
要
望

委
員
会
報
告

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問

決
算
審
査
特
別
委
員
会

P2〜P3

P4

P5

P6〜P9

P10〜P11
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中
国
軍
の
波
照
間
島
近
海

の
排
他
的
経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ

Ｚ
）
に
５
発
、
与
那
国
島
か

ら
北
北
西
約
80
キ
ロ
の
Ｅ
Ｅ

Ｚ
外
に
１
発
の
弾
道
ミ
サ
イ

ル
が
着
弾
。
北
朝
鮮
に
よ
る

連
日
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
が
常

態
化
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
４
州

の
一
方
的
併
合
。
こ
の
核
保

有
３
ヶ
国
を
隣
国
に
持
つ
日

本
。
相
手
は
武
力
に
よ
っ
て

侵
略
を
試
み
て
い
る
。
一
方

日
本
で
は
、
物
価
高
（
コ
ア

コ
ア
部
分
）
に
な
っ
て
い
る

要
因
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
も
の

の
影
響
が
大
き
い
。
政
府
は
、

国
の
存
続
、
国
民
の
安
全
、

安
心
の
為
の
法
整
備
を
望

む
。
国
あ
っ
て
の
町
、
町
民

の
生
活
が
あ
る
の
だ
か
ら
。

（
尾
形　

憲
男
）

発
行
・
編
集
責
任
者　
　
　

　

議
長　
　
　

澤
口　

勝

　

議
会
広
報
編
集
委
員
会

（
１
１
３
号
）

　

委
員
長　
　

宮
村　

尚
哉

　

副
委
員
長　

宇
藤　

大
介

　

委
員　
　
　

尾
形　

憲
男

　
　
　
　
　
　

欠
端　

則
夫

　
　
　
　
　
　

北
田　
　

騰

　

執
筆
協
力

　
　
　
　
　
　

高
沢　

靖
直

　
　
　
　
　
　

山
崎
美
代
志

編
集
後
記
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○講師

・ 「そろそろ化けませんか！！」～絶滅危惧から持続可能な議会広報へ～

議会広報ファシリテーター ／ 熊本大学客員教授　越地　真一郎 氏　

・ これからの議会広報を考える～住民に“伝わる”情報発信と広報紙作成のポイント～

東京都杉並区広報専門監　谷　浩明 氏　

・ 優秀議会広報クリニック　３つの議会広報が教えてくれること

エディター　吉村　潔 氏　

令和４年度全国町村議会議長会令和４年度全国町村議会議長会
町村議会広報研修会町村議会広報研修会

　

令
和
４
年
９
月
20
日
、

東
京
で
開
催
さ
れ
た
「
町

村
議
会
広
報
研
修
会
」
に

尾
形
委
員
と
事
務
局
と
参

加
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
毎
年
行

わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
３
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
全
国
多
数
の
町

村
議
会
が
参
加
し
て
い
ま

し
た
。「
議
会
広
報
誌
は

住
民
に
読
ん
で
い
た
だ
く

た
め
に
は
根
本
か
ら
変
化

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

を
一
貫
の
テ
ー
マ
と
し
、

発
信
力
と
方
法
に
つ
い
て

は
紙
媒
体
だ
け
で
は
な
く

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
、
様
々
な
世
代
に
対
応

で
き
る
こ
と
が
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
に
な
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
当
議
会
も
タ
ブ
レ

ッ
ト
等
を
活
用
し
変
化
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

（
宮
村　

尚
哉
）


